
ア
ミ

l
ル
• 

キ
ト
ブ
ガ
ー
へ
の
覚
え
書

佐

藤

次

高

は

じ

め

に

一

史

料

の

性

格

二
「
究
え
書
」
の
翻
謬

三

註

緯

と

検

討

む

す

び

- 53ー

t主

じ

め

tこ

六
七
九
年
。
r
o
巳
・
恒
正
同
月
一
日
(
西
暦
一
二
八
一
年
三
月
二
十
三
日
)
、
ス
ル
タ

I
ン
・
カ
ラ
l
ウ

l
ン

O
巳
帥
〆
ロ
(
在
位
六
七
八
/
一
一
一

八
O
l六
八
九
/
一
二
九

O
〉
は
全
軍
を
率
い
て
カ
イ
ロ
を
出
裂
し
、
マ
ル
カ
ブ
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
騎
士
圏
を
討
つ
ベ
く
シ
リ
ア
へ
向
っ
た
。

工主ー
ーや

1ノ

プ
ト
に
は
息
子
の
サ
l
リ
フ
と
・
冨
丘
停
丘
・
M
M

旧
三
三
〉
『
を
残
し
、
そ
の
補
佐
役
に
ア
ミ
l
ル
・
サ
ン
ジ
ャ
ル
メ
-
F
S
巳
・
ロ

Eω
同
旦
白
色
・

ω
y
c
』
旧
民
刊
を
任
，す
る
と
共
に
、
ア
ミ

1
ル
・
キ
ト
ブ
ガ
l
N
国
吉
田
]'U宮
内

u
z
m
E
白
ケ
玄
白
忠
口
円
刊
を
副
ス
ル
タ
l
ン
(
ロ
巴
σ
巳・

2-叶
自

由

)

に
起
用
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
、

慣
例
に
し
た
が
っ
て
副
ス
ル
タ

1
ン
に
「
費
え
書
」

や
注
目
HrFE)
を
書
き
残
し
、

帝
園
統
治
の
方
針
を
指

示
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
「
ア
ミ
l
ル
・
キ
ト
ブ
ガ
ー
へ
の
費
え
書
」
で
あ
る
。

687 

こ
の
「
費
え
書
」
は
、
そ
の
全
文
が
同
ぎ
と
・
明
日
公
の
年
代
記
に
俸
え
ら
れ
、

ま
た

O
白
]ρgrg去
の
百
科
僻
典
に
も
、

そ
の

一
部
が
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飲
け
た
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、

マ
ム
ル
l
ク
朝
(
一
二
五

O
l
一
五
一
七
年
〉
は
ア
イ
ユ
l
ブ
朝
(

一
六
九
1

一
二
五

O
年
)
時
代
に
成
立
し
た
イ
ク
タ
l
制
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
園
家
の
基
本
制
度
と
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
俊
文
は
、

イ
ク

タ
ー
に
つ
い
て
も
、
そ
の
保
有
者
や
管
理
人
の
あ
り
方
を
詳
細
に
論
じ
て
い
て
な
か
な
か
興
味
深
い
。

し
か
も
「
究
え
書
」
が
ス
ル
タ

1
ン

パ
イ
パ
ル
ス
の
度
後
わ
ず
か
三
年
で
書
か
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

そ
こ
に
は
パ
イ
パ
ル
ス
∞

a
g
g
の
治
世
(
一
二
六

O
l
一
二
七
七
年
)

を
含
む
マ
ム
ル
1

ク
朝
国
家
形
成
期
の
諸
問
題
が
集
約
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
珠
想
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は

最
初
に
「
究
え

書
」
の
俊
文
を
翻
詳
し、

次
に

こ
れ
ら
に
射
し
て
で
き
る
だ
け
詳
し
い
註
揮
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

本
論
へ
入
る
前
に
、

ま
ず
こ
の

候
文
の
作
成
者
や
「
周
到
え
書
」
の
性
格
を
確
か
め
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

史

料

の

性

格

イ
ブ
ン
・
ア
ル
ム
カ
ツ
ラ
ム

〉
σ
D
.〉
E
〉
-
z
r
冨己一
J

同
3
5
邑

σ.
山
一・
宮
口
r
R
5
5

4
-1 

l
ル
・
キ
ト
ブ
ガ
l
に
宛
て
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

O
と
宮
各
自
任
は
、
こ
れ
を
ス

ル
タ
l
ン
・
サ
l
リ
フ
が
六
九
九
年
に
ア
ミ

由

--a〉ロ
包
口
、
が
新
任
の
副
ス
ル
タ

l
ン
で
あ
る
ア
ミ

- 54ー

同ゲロ

白]
目明，

E
g
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
究
え
書
」
は
、

六
七
九
/

一
二
八

一年、

ス
ル
タ
l
ン
・
カ
ラ
l
ウ

l
ン
の
命
を
受
け
て
、
裁
判
官
の

ー
ル
・
キ
ト
ブ
ガ
1
に
託
し
た
「
究
え
書
」

で
あ
り
、
そ
の
起
草
者
は
〉
ゲ
ヨ
包

σ・同
]

h

冨
c
r
R
5
5
σ
・
〉
古
田
-
・
司
凶
器
ロ
由
]・
〉
ロ
引
間
同
刊
で
あ

P

ヘυ

る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
巨
ロ
巳
・司

5
2
は
こ
れ
を
カ
ラ

1
ウ

l
ン
の
「
控
え
書
」

(
六
七
九
年
)
と
み
な
し
、
。
印
-
A
白
早
田
口
門
日
目
は
サ

1
リ

フ
の
「
究
え
書
」

(
六
九
九
年
)
と
し
て
体
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た

O
白
}官
住
吉
含
の
依
落
部
分
を
除
け
ば
、

二
つ

の
「
究
え

書
」
の
文
章
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
か
ら

こ
の

二
つ
が
同
一
の

「
問
先
え
書
」

で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ

は

一
越
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
二
つ
の
記
事
の
う
ち
、
果
し
て
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
費
え
書
」
を
起
草
し
た
イ
ブ
ン

・
ア
ル
ム
カ
ツ
ラ
ム
と

ま
ず
最
初
に

」
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に

「究
え
書
」

の
受
取
人
で
あ
る
ア
ミ
ー

tまル
・
キ
ト
ブ
ガ
!
の
経
歴
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。



キ
ト
ブ
ガ
l
N
m
q
ロ
と
・
口
同ロ
択
一
円
ゲ
ロ
mr阻
止
目冨
自
由
口コ

回一

'zcmrc]刊
は
、
そ
の

ニ
ス
バ
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
人
(
宮
口
m
r己
)

角

hu

で
、
オ
イ
ラ
ー
ト

(と
'du辺
淳

q
白
)
の
出
身
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
引
。
は
じ
め
フ

ラ
グ
の
軍
中
に
あ
っ
た
が
、
六
五
八
/

一
一
一
六

O
年
末
、
シ

'々

ム
ス
リ
ム
側
の
捕
虜
に

加
え
ら
れ
出
。
そ
の
後
カ
ラ
1
ウ

l
ン
に
よ
っ
て
買
わ
れ
、

次
い
で
ア
ミ

リ
ア
の
ヒ
ム
ス
総
督
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
、

ー
ル
位
法
授
興
さ
れ
る
と
や
が
て
昇
進
の
遁
を
歩
み
は
じ
め
、
六
七
九
年
に
は
カ
ラ

l
ウ

l
ン
の
副
ス
ル
タ

l
ン

(ロ
削
uF
巳・

2
1
2と

に
抜

。。

擢
さ
れ
が
。
ま
た
ナ
l
ス
ィ
ル
同
「
冨
包
子
三
'Z削回
目円
の
最
初
の
ス
ル
タ

I
ン
時
代
(
六
九
三
/
一
二
九
四
l
六
九
四
/
一
二
九
五
〉
に
も
副

ナ
l
ス
ィ
ル
が
穴
白
E
r
に
退
く
と
、
自
ら
ス
ル
タ
l
ン
を
宣
し
て
と
・
呂
田
Z
W
と
・
長
門
芭
と
稿
し
た
。

六
九
六
/

一
二
九
七
年
に
は

ス
ル
タ

l
ン
を
務
め
、
六
九
四
年
、

し
か
し
彼
の
治
世
は
戸
旦
E
や

O
R
rロ
ロ
門
戸
日
な
ど
有
力
な
ア
ミ
l
ル
た
ち
の
反
割
に
禽

っ
て
短
命
に
移
り
、

ダ

マ
ス
カ
ス
に
逃
亡、

後
に
許
さ
れ
て

伺
曲
目
同
を
興
え
ら
れ
、

n
w
J
 

あ
ご
ひ
げ
の
短
い
軍
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

七

O
二
/

一
三

O
二
l
三
年
に
そ
こ
で
湿
し
た
。

短
躯
で
、

皮
膚
は
褐
色
、

こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

キ
ト
ブ
ガ
ー
が
副
ス
ル
タ
l
ン
の
地
位
に
あ
っ
た
の
は
、

カ
ラ
l
ウ

1
ン
の
時
代
と
ナ
l
ス
ィ

- 55-

し
た
が
っ
て
、
六
九
九
年
に
キ
ト
ブ
ガ
ー
が
副
ス
ル
タ
l
ン
に
就
任
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
サ

l
リ

フ
は
、
カ
ラ

l
ウ

l
ン
の
王
位
縫
承
者
(
項
目
}
日
田
て
白
}
丘
〉
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

結
局
、
ス

A
リ

ル
タ

l
ン
位
に
昇
る
こ
と
な
く
そ
の
政
治
生
命
を
終
え
た
人
物
で
あ
る
。
。
白

Z
S
E
E
H
は
こ
れ
ら
の
事
寅
を
混
同
し
、
年
代
も
六
七
九
年
を

六
九
九
年
と
誤
っ
て
俸
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ル
の
最
初
の
ス
ル
タ

1
ン
時
代
と
で
あ
っ
た
。

次
に

こ
の
「
究
え
書
」
を
起
草
し
た

色

合
〉
寸
ロ
メ

E
〉
口
同
町
富
三
宮
5
5
包

σ・
と
-z
z
r
R
E
B
σ
・
〉
古
田
-a但白田曲ロ

σ・
〉

}Mg包

曲目白〉ロ
芯
ユ
色
・
阿
内
問
江
寸
に
つ

い
て
、
人
名
僻
典
で
時
代
の

一
致
す
る
同

一
人
名
を
探
す
と
、

H
Z
恒国』
同町
の
り

5
2
の
な
か
に
色
合

同
問
自
己

白]
t

り
日ロ
〉
σ口
問
「
司
主
-
一E
c
f白
B
B
邑

σ・
宮
口
r
R
E
S
T
-〉
r
r・
〉
σ自
主
丘
・
〉
ロ
協
同
同
色
山
内
同
日
ρ
阿国
-
a
z
u
z
(六一
ニ
O
/
一
二

三
三
i

d
d，
 

七
一
一

/

一
三
一

一
|
一
一
〉
な
る
人
物
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
エ
ジ
プ
ト
の
文
書
鹿
(任
者
宮
と
・
吉
田

E
J
に
、
永
年
勤
務
し
、
そ
の

~89 

後
裁
判
官
公
立
。
と
し
て

吋
R
与
己

5
に
赴
任
し
た
と
い
う
か
ら
、

費
え
書
の
起
草
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
僚
件
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
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な
る
。

ま
た
こ
の
こ
と
は
、

H
E
と
'
司
日
目
に
あ
る
人
名
の
最
後
に
書
記
宗
主
ゲ
〉
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

d
m
w
，
 

Hσ
ロ
色
白
明
日
伯
仲

の
他
の
部
分
か
ら
、

さ
ら
に

rg同日

国

-
-
O
E
と
い
う
ラ
カ
ブ
に
つ
い

て
も、

「
究
え
書
」
の
起
草
者
が
こ
れ
と
同
じ
ラ
カ
ブ
を
持
っ
て
い
た

は
こ
の
起
草
者
の
ク
ン
ヤ
を
〉

Z
メ
E
〉
ロ
ω
V

と
侮
え
る
の
に
劃
し
て
、

b
N
q
s・
に
あ
る
人
物
の
ク
ン
ヤ
が
〉
ゲ
ロ
丘
-m，
白
色
と
さ
れ
て
い
る
黙
が
気
に
な
る
。
し
か
し
目
ロ
巳
・
同
日
鮮
の
校
訂
者
に
よ
る
と
、
寓
本

A
制
γ

ん
H
V

で
は
こ
の
ク
ン
ヤ
の
部
分
は
空
白
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
刊
本
に
〉

E
a〉
E
〉

-zr
と
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
校
訂
者
の
推
測
に
過
ぎ
な
い
。

こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
H

ゲ
ロ
丘
'
H
1
己
同
日

し
た
が
っ
て
カ
l
デ
ィ
!
と
い
う
職
名
、

イ
ス
ム

(
本
名
)
、

ラ
カ
ブ
(
傘
稽
)
、

一
ス
バ

(
由
来
名
)
が
す
べ

て
一

致
け
る
こ
の
二
人
を
同

ωミ
ロ
ザ
叫
が
俸
え
る
よ
う
同
、
彼
は
わ
れ
わ
れ

一
人
物
に
比
定
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば

に
も
な
じ
み
の
深
い

『
ア
ラ
ビ
ア
語
僻
典
』

(
h
P
2
taa
b
6
3
の
著
者
、

H
E
冨

gN口
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
、
「
ア
ミ

l
ル
・
キ
ト
プ
ガ
ー
へ
の
費
え
書
」
と
は
、
六
七
九
年
ズ

1
・
ル
ヒ

ツ
ジ
ャ

月
に
ス
ル
タ
l
ン
・
カ
ラ

ー
ウ

1
ン
の
命
を
受
け
た
文
書
聴
の
書
記
官
イ
ブ
ン

・
マ
ン
ズ

1
ル
が
、
新
任
の
副
ス
ル
タ
l
ン
で
あ
る
キ
ト
ブ
ガ
ー
の
た
め
に
起
草
し
た
文

- 56ー

一
般
に
費
え
書
公
立
r
E
E)
は
、
ス
ル

タ
l
ン
が

エ
ジ
プ
ト
を
離
れ
る
時
に
、後
に
残
る
副
ス
ル

タ
l
ン
に
宛
て
て
書
か
れ
る
の
が
慣
例
(
a
m
w

目
白
〕
で
あ
り
、
そ
れ
は
、エ

ジ
プ
ト
全
土
の
安
定
策

(B
S
也
子
〉
、
税
の
徴
牧
と
運
搬
、
あ
る
い
は

濯
概
土
手
(
す
る
の
建
設
な
ど
諸
般
に
わ
た
っ
て
政
府
の
布
告
(
回
一
色
白
仏
師
百
回

r
z
Eる
を
出
す
場
合
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と

A
N
V
 

い
わ
ハ
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
「
魔
え
書
」
も
ア
ミ
l
ル

・
キ
ト
ブ
ガ
l
宛
て
の
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
最
後
の
候
文
に
は
、

A
A
H，
 

費
え
書
は
各
ミ
ン
バ
ル
で
韻
み
上
げ
ら
れ
」
、
「各
人
は
そ
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は、

書
で
あ
っ
た
o
O白
E
s
r回
口
含
に
よ
れ
ば
、

「
こ
の

「魔
え
書
」
が

キ
ト
ブ
ガ

1
に
劃
し
て
政
治
の
基
本
方
針
を
指
示
す
る
と
共
に
、

一
般
の

ム
ス
リ
ム
に
劃
し
て
は
政
府
の
布
告
と
し
て
公
示
さ
れ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
以
下
で
個
々
の
像
文
を
解
稗
す
る
場
合
、

「
究
え
書
」
の
こ
の
よ
う
な
こ
つ
の
性
格
を
念
頭
に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
と
思
う
。



「
費
え
書
L

の
鶴
喜

山
山
口

σ-v
を
参
照
し
な
が
ら
、

と
匂
ロ
円
宮
の
記
事
に
よ
っ
て
こ
れ
を
翻
-
課
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
原
文
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
俊
文
は
町
田
乙
(
篠
)
で
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、

「
ア
ミ
l
ル
・
キ
ト
ブ
ガ
ー
へ
の
費
え
書
」

t主

全
鐙
で
二
十
八
篠
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、

H-u
ロ

便
宜
上
こ
れ
に
遁
し
番
競
を
つ
け
て
み
た
。

「
前
文
」
以
下
の
「
費
え
書
」
は
次
の
遁
り
で
あ
る
。

差
国
政
子
宮
司
品
。
の
た
め
の
有
用
に
し
て
、
完
全
な
る
費
え
書

(
g円
F
r-
E)。
ア
ミ

l
ル
・
キ
ト
ブ
ガ

l
l
!神
が
彼
の
力
を
永
か
ら

し
め
ん
こ
と
を
|
|
の
政
府
(
色
目
ヨ
と
宏
丘
¥
帥
-
O
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
以
下
に
説
明
す
る
よ
う
な
エ
ジ
プ
ト
の
重
要
問
題

(
g
c
E
g
g
g
)、

諸
朕
態
と
そ
の
繁
栄
(
ヨ
ぷ
巴
手
)
、
秩
序
の
維
持
、
カ
イ
ロ
と
フ
ス
タ
ー
ト
お
よ
び

エ
ジ
プ
ト
全
土
に
お
け
る
裁
決
を
と
り
行
な
う
。
ま
た

A
司hu
 

こ
れ
に
も
と
e

つ
い
て
、
種
々
の
案
件
、
裁
判
や
統
治
、
税
の
徴
牧
、
警
備
や
保
安
、
新
改
革
に
か
ん
す
る
政
府
の
命
令
を
護
布
す
る
。

〔1
〕
聖
法
(
同

r
zへ
と
目
印
Z
2
3。
こ
れ
に
よ
る
裁
決
や
裁
剣
は
ハ

l
キ
ム
(
宮
E
B
)
や
カ
l
デ
ィ

1
F息
。
が
執
行
す
る
。
そ
の
執

行
と
は
、
棄
却

(Eρ
ち

し
、
裁
可

(HF削
日
)
す
る
こ
と
で
あ
る
。

〔2
〕
公
正
と
正
義
と
権
利
。
こ
れ
ら
は
、
貴
頴

(WE羽
田
)
や
庶
民
(
働
問
自
白
白
)
、
遠
い
者
と
近
い
者
、
不
在
者
と
存
在
者
、
到
着
す
る
者
と

出
護
す
る
者
な
ど
す
べ
て
の
臣
民
(
え

3
5
を
封
象
と
す
る
が
故
に
、
帝
圏
全
土
の
町
や
む
ら
、
諸
地
域
や
諸
地
方
で
遵
守
さ
れ
る

- 57ー

，-一、

"'" 

き
で
あ
る
〕
。
彼
〔
キ
ト
ブ
ガ

1
〕
は
こ
の
輝
か
し
い
時
代
の
た
め
に
す
べ
て
の
人
々
か
ら
訴
え
(
包

JE)
を
募
り
、
こ
れ
を
検
討
す
る
。

公
正
(
〆
仏
}
)
は
一
紳
の
読
し
で
あ
り
、

ま
た
善
に
至
る
道
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
の
悪
か
ら
守
り
、
す
べ
て
の
不
正
を
排
除
す
る
。

〔

3
〕

流
血

(
E
B凶
J
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
聖
法
の
裁
き
に
ゆ
だ
ね
る
。
復
讐
(全
包
む
が
必
要
な
者
は
、
そ
の
相
手
に
引
き
渡
し
て
聖
法
に

の
っ
と
っ
た
復
響
を
行
な
う
。
ま
た
切
断
刑
(
官
。
が
必
要
な
者
も
聖
法
に
し
た
が

っ
て
切
断
す
る
。

A
W
マ

カ
イ
ロ
や
フ
ス
タ
ー
ト
l
l
!
神
が
商
都
市
を
守
り
給
う
よ
う
に
1

1

に
固
有
な
事
。
他
人
に
倣
慢
な
振
舞
い
を
し
た
判
、
強
者
が
弱
者

691 

〔

4
〕
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に
力
を
用
い
た
り
、

ま
た
他
人
に
射
し
て
決
し
て
敵
射
し
で
は
な
ら
な
い
。

〔

5
〕

彼
は
次
の
よ
う
に
命
ず
る
。
市
中

(
5
5
5〉
お
よ
び
郊
外
の
フ
サ
イ
ニ
l
ヤ
や
ワ
ク
フ
と
し
て
固
ま
れ
た
土
地
公
干
古
川
を
、
夜
、

ま
た
、
急
を
用
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
、
家
を
出
て
は
な
ら
な
い
。
〔
特
に
〕

女
性
は
、
夜
、

必
要
が
な
い
の
に
歩
き
回
っ
て
は
な
ら
ず
、

決
し
て
勝
手
な
行
動
を
し
た
り
、
出
歩
い
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

〔

6
〕

牢
獄
(
ゲ
ロゲロ
凹)
。
そ
の
監
視
と
警
備
は
、
夜
も
童
も
行
な
わ
れ
る
。
十
字
軍
騎
士

(
E
H
Sむ
や
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
人
(
〉
ロ
叶
山
吉
ロ
ロ
)
、

そ
の
他
す
べ
て
の
捕
虜
の
髭

色
吉
田
一
自
白
品
)
は
そ
ら
れ
、
の
び
れ
ば
ま
た
こ
れ
が
行
な
わ
れ
る
。
牢
へ
入
る
者
、
仕
事
に
使
わ
れ
る
捕

虜
、
お
よ
び
彼
ら
と

一
緒
に
出
て
行
く
者
に
は
注
意
が
梯
わ
れ
る
。
捕
虜
と
接
す
る
ジ
ャ

l
ン
ダ
l
リ
l
ヤ
(
首
豆
町

q
と
に
は
信
頼
の

よ
そ
者
や
疑
わ
し
い
者
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
仕
事
に
使
わ
れ
て
い
る
捕
虜
も
牢
獄
以
外
で
夜
を
過
し
て
は
な

お
け
る
人
物
を
嘗
て
、

ら
な
い
し
、
私
的
な
用
事
、
風
呂
、
数
舎
、
娯
楽
公
ロ
ユ
る
の
た
め
に
外
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
足
伽
(
宮
可
包
〉
は
調
べ
て
、

- 58ー

7 

い
つ
で
も
し
っ
か
り
と
は
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

d
HH
マ

ム
vv

阿ハ

E
N山口白

ω
Z
5
5
-
そ
の
他
の
牢
獄
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

同

軍
人

c
c
E〉
の
一
国
を
市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
(
作
曲
者
向
)
に
任
じ
て
、
横
町
(
N
C
A
E
)

の
検
索
や
路
地

2
R
S
の
閉
鎖
に
嘗
ら
せ
る
。

同

ま
た
街
区
の
夜
警
人
(
曲
芸
手
間
一

'
R
Z
Jを
貼
検
し
て
、
持
ち
場
に
居
ら
ず
、
そ
こ
を
離
れ
た
者
は
慮
罰
す
る
。
〔
夜
中
〕
路
地
は
閉
め
た
ま

ま
に
し
て
お
く
が
、
フ
サ
イ
ニ
l
ヤ
や
ア
フ
カ
l
ル
、
お
よ
び
市
中
の
す
べ
て
に
こ
の
よ
う
な
指
示
、
が
興
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
遵
守
さ
れ
る

阿ハ}己
N

山
口
白
色
・
∞
ロ
ロ
包
一
牢
は

そ
の
内
外
、

上
下
と
も
夜
の
警
戒
を
二
倍
に
し
、

べ
き
で
あ
り
、
命
令
に
違
反
し
て
夜
中
に
許
可
勺

zrる
な
く
歩
く
者
が
み
つ
か
れ
ば
、
そ
の
者
は
蓮
捕
さ
れ
、
慮
罰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〔

8
〕

諸
門
(
白
σ宅
問
ゲ
)
の
警
備
は
も
っ
と
も
厳
重
に
し
、
夜
間
や
そ
の
開
閉
時
に
は
門
の
内
外
を
貼
検
す
る
。

〔

9
〕

若
者
(
∞

Z
Zゲ
)
や
不
運
の
徒
(
白
色
。
包

-Eぜ
る
、

あ
る
い
は
遊
侠
の
徒

(gg
ヨ
gn山
口
仰
と
・
〆

E
F曲
者
同
ナ

Ng仲
良
三
回
)
が
集

帥

ま
た
不
遣
の
徒
や
遊
侠
の
徒
を
追

ま
る
と
こ
ろ
に
は
、
重
も
夜
も
人
が
集
ま
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
擢
威
を
保
ち
、
神
聖
さ
を
高
め
、

い
返
す
た
め
に
、
完
全
な
打
ち
梯
い
を
貫
施
す
る
。
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〔叩〕

カ
イ
ロ
と
フ
ス
タ
ー
ト
の
周
園
に
は
、
慣
習
に
し
た
が
っ
て
ム
ジ
ャ
ッ
ラ
ド
(
日

ε向
日
仏
〉
が
お
か
れ
る
。

帥

の
う
し
ろ
、
バ
フ
ル
地
区
、

カ
ラ
l
フ
ァ
地
医
、
城
塞

フ
サ
イ
ニ

1
ヤ
の
外
側
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
晩
た
り
と
も
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
ず
、

ム
ジ
ャ
ッ
ラ
ド
た

ち
は
、
放
に
出
る
場
合
か
、
完
全
に
明
る
く
な
っ
た
時
以
外
、

そ
の
持
ち
場
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。

〔日〕

木
曜
日
の
夜

(zz-M
同
工
ロ
自
由
a
)

、
二
つ
の
カ
ラ
l
フ
ァ

(
O白
S
P
Sる
に
は
男
や
女
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
布
告
す
る
。

〔
特
に
〕
女

性
に
は
こ
れ
が
禁
止
さ
れ
る
。

〔ロ〕

軍
役
(
ゲ
ミ
百
円〉
に
就
い
て
い
て
不
在
な
者
の
重
要
案
件
。

同

慮
理
す
る
。

彼
ら
の
物
事
や
農
業
安
定
策
(
自
由
唱
さ
巴
は
、

そ
の
代
理
と
な
る
者
が

つ
ま
り
彼
ら
の
取
り
分
は
、

そ
の
代
官
(
ロ
巴
σ)
や
奴
隷
兵

Q
E
Z
B
)
や
代
理
人
(
当
岳
山
C
た
ち
に
委
ね
ら
れ
る
。
自

ら
の
持
ち
分
(
』
子
与
を
所
有
す
る
者
は
そ
の
権
利
を
専
ら
に
し

彼
ら
が
権
利
が
あ
る
と
考
え
る
一
定
の
持
ち
分
に
つ
い
て
は
干
渉
さ

し
た
が
っ
て
そ
の
所
有
権
は
強
い
。
彼
ら
の
ワ
キ
l
ル
た
ち
に
劃
し
て
は
、
そ
の
取
得
分
に
謹
明
書

(
f
i
y
)
が
書
か
れ
る
。
そ

れ
は
、
戦
場
に
い
る
委
任
者
が
、
「
私
た
ち
の
ワ
キ
l
ル
か
ら
、
ま
だ
私
た
ち
の
た
め
に
何
も
徴
牧
し
て
い
な
い
と
い
う
手
紙
が
届
き
ま

れ
ず
、

- 59-

し
た
」
と
い
う
こ
と
を
言
わ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
ら
の
不
満
を
封
じ
る
手
段
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔日〕

〔

M
〕

お
よ
び
そ
の
完
成
は
、
誰
に
も
被
害
が
及
ば
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の

伺

任
務
を
首
尾
よ
く
果
せ
る
よ
う
に
、
時
宜
を
得
て
行
な
う
よ
う
に
意
を
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。

カ
イ
ロ
郊
外
の
潅
概
土
手

C
5ロ
る
は
、
そ
の
完
成
や
擦
張
を
急
ぎ
、
そ
れ
ら
の
建
設
と
運
河

(
B
E旨
F
〉
の
開
撃
に
努
力
す
る
。
ま

ナ
イ
ル
の
増
水
期
ま
で
完
全
な
朕
態
を
保
持
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
命
令
崎
慣
行
か
ら
外
れ
な
い

カ
イ
ロ
と
フ
ス
タ
ー
ト
の
運
河

(
5回
一
ニ
)
。
そ
の
建
設
や
開
盤
、

た
そ
れ
を
破
壊
か
ら
守
る
こ
と
に
努
め
、

よ
う
に
し
、
遠
近
の
ジ
ス
ル
に
つ
い
て
命
令
が
瑳
せ
ら
れ
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
聞
が
そ
の
果
す
べ
き
仕
事
を
行
な
い
、
鍬
(
百
円
帥
円
同
町
〉
や

翠

(
ヨロ円以印
-
t
Z
H)
を
用
い
て
こ
れ
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

〔日〕

公
共
事
業
(
ぜ

g
-〉
と
行
政

(
5
-Sる
に
つ
い
て
。
政
府
の
命
令
書
(と'白

EF--白
血
ケ
岳
民
民
阻
止
・

2
X
E
qる
を
作
成
し
て
、

ジ
ス
ル
の
建
設
、
改
修
、
横
張
を
行
な
う
。
ま
た
橋
定
自
主
る
や
水
路
公
ロ

E
J
を
調
べ
て
、
破
壊
さ
れ
た
も
の
を
建
設
し
、
弱
い
部
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分
は
補
修
し
、
破
損
し
た
水
門
を
直
し
、

ナ
イ
ル
の
増
水
一
期
に
必
要
と
さ
れ
る
各
種
の
税
を
徴
牧
す
る
。
こ
れ
に
か
ん
す
る
政
府
の
仰
告

ふ
U
V

は
庇
護
な
し
に
遵
守
さ
れ
、
そ
の
命
令
は
貫
行
に
移
さ
れ
る
。
そ
し
て
鍬
や
整
の
事
も
こ
の
命
令
の
護
行
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

た
だ
、
各
人
は
権
威
(
首
ご
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
サ
l
リ
フ
時
代
三
二
四

0
1
四
八
年
)
の
慣
習
(
ぷ
仏
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
義
務

そ
れ
を
自
ら
賀
行
し
、
代
官
〈

5
5
F
H
E
)
に
委
託
し
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。
ど
の
地
域
心
子
白
)

を
果
す
。
地
方
組
督
(
若
山
-
O
に
は
、

産
(
目
印
])
も
混
牧
さ
れ
る
。

に
つ
い
て
で
あ
れ
、
そ
の
牧
入
に
不
足
や
歓
け
た
部
分
が
あ
れ
ば
、
こ
の
事
業

(hSHE-)
を
捲
賞
し
た
ワ

I
リ
ー
は
庭
刑
さ
れ
、
そ
の
財

つ
ま
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
ワ
l
リ
ー
に
は
非
常
に
巌
し
い
措
置
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
命
令
逼

り
に
ジ
ス
ル
が
完
成
し
、

そ
れ
に
依
け
た
と
こ
ろ
は
な
い
こ
と
、

ま
た
そ
の
結
果
を
恐
れ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、

そ
れ
は
命
令
に
し
た
が
っ

て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
自
筆
で
書
き
記
す
。

〔日〕

地
方
総
督
(
者
同
町
)
た
ち
に
通
達
し
て
、

ザ

l
ヒ
ル
時
代
(
二
一
六

O
l七
六
年
〉

と
同
様
に
警
備
人

(
r
z
rる
を
配
備
す
る
こ
と

- 60ー

に
つ
い
て
の
命
令
を
出
す
。

つ
ま
り
、
町

(gzε
と
町
の
聞
に
警
備
人
を
お
き
、

彼
ら
は
テ
ン
ト
(
ゲ
ミ
昨日

E
負担同
〉
に
住
ん
で
通
行

人
を
監
視
し
、
用
事
の
な
い
者
を
逮
捕
す
る
。
そ
し
て
何
人
と
い
え
ど
も
、
夜
、
放
を
し
た
り
、
危
険
を
冒
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
こ

帥と

つ
ま
り
日
の
出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
を
除
い
て
放
行
は
で
き
な
い
こ
と
を
諸
園
に
布
告
す
る
。

こ
れ
は
確
買
に
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ

る。

〔口〕

園
境
(
門E
m
r
D円)
。
そ
の
重
要
性
を
考
慮
し、

重
要
な
事
柄
、
諸
朕
態
、
園
境
の
保
持
、
捕
虜
の
監
視
、
肝
要
な
物
事
へ
の
注
意
の
喚

そ
し
て
商
人
の
心
を
獲
得
し
、

品
川
“
，

h
H
V
 

取
引
き
(
自
己
ぶ
白
色
白
)
を
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
政
府
の
命
令
書
を
護
行
す
る
。
商
人
に
は
税
の
徴
牧
や
現
金

・
現
物
の
持
ち
込
み
、

起
に
つ
い
て
、

ま
た
商
人
た
ち

(Z
と
削
る
が
や
っ
て
来
て
園
境
が
に
ぎ
わ
う
よ
う
に
、

彼
ら
と
公
正
な

各
種
の
倉
庫

2
Z
N巴
ロ
)
や
荷
物
倉
庫
♀
担
当
凶
wc
r
y
吉
田
)
に
つ
い
て
の
保
護
を
興
え
る
。
ま
た
彼
ら
に
は
海
聞
き

(
5
r与
巳
ケ
与
円
)

4
4
 

h
u
w
、

と
商
人
の
来
港
、
貨
幣
の
流
通
、
良
好
な
状
態
、
そ
し
て
物
資
が
増
大
す
る
時
期
な
ど
を
示
唆
す
る
。
さ
ら
に
商
人
は
充
分
な
商
品
を
持

品
切
uv

っ
て
京
港
す
べ
き
こ
と
、
船
舶
税
(
ゲ

c
c
E
曲
ナ

E
B
E
3
の
納
入
を
疏
か
に
し
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
額
や
量
が
減
っ
た
り
せ
竹
、
慣



習
に
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
園
庫
へ
納
入
す
べ
き
こ
と
を
通
告
す
る
。
取
引
き
や
各
種
の
衣
類
・
商
品
の
搬
入
に
つ
い
て
、
そ

れ
に
言
語
け
は
き
か
な
い
こ
と
も
、通
達
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
取
引
き
が
停
滞
し
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
男
奴
隷
(
自
国
B
Z
F
)
や
女
奴
隷
(
〕
町
一
司
乙
、
絹
(
宮
巴
円
〉
、
現
金
(
a

担
当
〉
、
サ
テ
ン
(
主
回
目
〉
、
銀
塊
(
に
ふ
注
目
色
・
官
Y
H〉

や
金
の
延
棒
(
白
宕
与
え
ム

E
Z
3
な
ど
、
到
着
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
つ
い
て
、
徴
税
は
慣
行
(
n

包
る
に
し
た
が
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

〔
国
〕

各
地
の
総
督
(
当
包
同)
に
は
、
各
時
期
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
産
物
か
ら
の
政
府
の
取
り
分
(巳
ケ

Z
Z
と
ふ
喜
朗
巴
苫
)
の
徴

牧
を
確
買
に
行
な
わ
せ
る
。
ま
た
サ
ト
ウ
キ
ビ

(
2
3
3
の
監
督
や
遁
嘗
な
時
期
に
お
け
る
そ
の
塵
搾
、
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
す
べ

て
の
事
を
一
任
す
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
現
金
や
現
物
の
徴
枚
、
そ
の
運
搬
、
耕
作
、
取
引
き
、
支
出
の
こ
と
か
ら
な
る
安
定
策

(
5
3
-品
目
)

を
と
り
行
な
う
。
ワ

l
リ
ー
た
ち
を
監
督
し
て
牧
入
の
不
足
や
減
少
が
な
い
よ
う
に
し
、
ま
た
支
梯
い
の
拒
否
や
横
領
を
な
く
し
、
苛
酷

な
取
り
た
て
や
そ
の
時
期
を
彼
ら
の
思
う
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

〔四〕

政
府
の
地
租
(
回
目
'
r
r
Rと
と
ふ

Z
E
q乙
は
、
こ
れ
を
守
り
、
保
持
し
、
増
大
さ
せ
る
。
政
府
の
命
令
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

一
部
た

り
と
も
こ
れ
を
授
興
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
じ
か
の
事
に
つ
い
て
の
命
令
の
出
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
る
と
、
彼
〔
ワ

l
リ
l
〕
は
こ
れ

- 61-

に
つ
い
て
信
頼
の
お
け
る
返
事
を
す
る
。

〔加〕

ア
ミ

l
ル
た
ち
(
ロ
g
R
m
H
J、
バ
フ
リ
1
・
マ
ム
ル

1
グ
軍
(
と
・
回
同
}
山
巴
可
白
)
、

λa.，
 

取
り
分
。
そ
の
地
域
や
税
目

Q
Y問
。
は
、
彼
ら
の
代
官
官
主
σ)
や
代
理
人
〈
宅
島
己
)
に
任
さ
れ
、
彼
ら
が
扱
う
穀
物
や
現
金
そ
の
他

の
も
の
に
つ
い
て
は
謹
明
公

E
E
E
)
が
取
ら
れ
る
。
ワ
キ
ー
ル
た
ち
に
不
満
は
無
用
で
あ
る
。
彼
ら
の
な
か
に
は
戦
場
(
ゲ
ミ

E
る
に

彼
ら
に
は
猶
諜
の
門
が
閉
ざ
さ
れ

ハ
ル
カ
騎
士
(
白
ナ
ゲ
巳
門
戸
田
〉
、

お
よ
び
軍
人

C
己
包
〉
の

居
る
者
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、

こ
の
牧
入
(
ヨ
包
含
〉
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
者
も
あ
る
が
、

る

〔
紅
〕

地
方
飽
督
(
毛
色
。
や
監
査
官
(
ロ
倒
立
円
)
や
役
人

(
S
5
s
r
r
E
S
)
に
命
じ
て
、
各
む
ら

(
Z
F
L
)
の
と
・ヨロ
ρ
玄
d
ロ
色
白
血
∞

-qp

A
司，

B
Z芯
負
担
-
士

E
お
よ
び
そ
の

t
E
が
土
地
(
台
H
M

〉
で
興
え
ら
れ
た
者
や
税
ハ

B
R
Z
S〉
で
輿
え
ら
れ
た
者
の
牧
対
明
細
書
を
作
成

695 
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さ
せ
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
年
度
(
と
・
2
5
由
工
ミ
∞
宮
古
唱
え

'
K
E
5占
)
に
お
け
る
イ
ク
タ
l
保
有
者

(
5
2買
)
た
ち
の
朕
態
や
各

人
の
牧
入
を
知
る
た
め
で
あ
る
。

ワ
l
リ
ー
た
ち
は
、

こ
れ
を
一
人
と
し
て
歓
か
し
た
り
、
怠
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
ア
ミ
l

ル
や
ム
ク
タ

ー
が
戦
場
に
居
て
不
在
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、

そ
の
代
理
人
(
ワ
キ
1
ル
)
た
ち
に
劃
し
て
貧
欲
に
振
舞
っ
て
は
な
ら

〔
牧
入
の
〕
遅
れ
を
理
由
に
不
満
を
述
べ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
悪
や
不
正
が
あ

な
い
。
そ
し
て
ム
ク
タ

ー
た
ち
が

つ
て
は
な
ら
な
い
。

〔泣〕

地
方
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民

(
d
H
Eロ
)
。
彼
ら
の
財
産
(
目
白
話
包
門
日
〉
は
削
減
さ
れ
、
人
質

(
E
Z
Jロ
〉
が
と
ら
れ
る
。

彼
ら
に
は
警
戒

を
怠
り
な
く
し
、
地
方
の
ワ
l
リ
ー
や
ナ
l
イ
ブ
に
手
紙
を
書
い
て
、

ウ
ル
バ

l
ン
は
誰
も
剣
や
槍
や
武
器
を
携
帯
し
て
は
な
ら
な
い
旨

を
通
告
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
(
武
器
)
を
カ
イ
ロ
で
調
達
す
る
除
地
を
残
し
て
お
い
て
は
な
ら
な
い
。

同

て
諸
閣
を
放
す
る
者
は
、
そ
れ
を
混
牧
さ
れ
、
庭
罰
さ
れ
る
。

こ
れ
に
違
反
し、

武
器
を
帯
び

を
自
由
に
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
自
由
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
(
ワ

l
リ
l
〉

は
主
人
の
財
産
を
管
理
す
る
す

- 62ー

〔お〕

代
理
人
(
唱
曲
古
】)
た
ち
。
彼
ら
は
イ
ク
タ
l
保
有
者

(
B
EG
-
)
た
ち
の
財
産
を
扱
い
、
地
主
(
ヨ
包
ニ
じ
が
そ
の
私
有
地

(
B
E

。

べ
て
の
ワ
キ
l
ル
を
調
べ

そ
れ
に
つ
い
て
の
文
書
を
作
成
し
て

こ
れ
を
政
府
に
提
出
す
る
。

〔担〕

各
む
ら
(
仏
ミ
〆

Z
F
L
u
宮
弓
白
)
に
あ
る
政
府
に
固
有
な
取
り
分
(
と
'
f
c
ρ
g
と
'
F
E
Z
引
恒
三
ム
富
山
口
)
。
彼
(
ワ

l
リ
l
)
は
こ
の

こ
と
を
確
か
め
、
む
ら
の
シ
ャ
イ
フ
た
ち

(
5
2
r
q
r
r
)
を
呼
び
出
し
て
、
こ
こ
に
は
政
府
枚
入
が
一
白
疋
の
量

p
u
C
や
時
期
毎
に
何

デ
ィ
ル
ハ
ム
あ
る
か
、

ま
た
何
ア
ル
デ
ブ
あ
る
か
の
誼
言
を
と
る
。
使
レ
を
何
度
も
や
っ
た
り
、
農
民

(
z
dる
か
ら
こ
れ
を
徴
牧
す
る

の
に
代
官

(
B
5
Y正
門
円
)
を
汲
遣
す
る
の
は
無
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
民
の
負
措
が
二
倍
、

つ
ま
り
一
一
デ
ィ
ル
ハ
ム
に
な
ら
な
い
よ
う
に

〔お〕
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
農
民
の
負
携
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
り
、
取
り
分
は
不
正
な
し
に
政
府
へ
納
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ジ
ャ

1
ン
ダ
l
ル

C
山口
伝
る
が
カ
イ
ロ
(
冨
F

明
る
か
ら
地
方
へ
行
っ
た
場
合
、
一
つ
の
地
域
勺

2
5
-)
で
二
デ
ィ
ル
ハ
ム
以
上
を
彼

に
興
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
取
り
分
は
、
そ
の
権
利
保
持
者

(
5
5
g庁
5
2
)
の
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、

〔
ジ
ャ

l
ン
ダ
l
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ル
が
〕
そ
れ
を
取
得
す
れ
ば
、

〔
一
度
〕
指
定
さ
れ
、
寅
行

に
移
さ
れ
た
取
り
分
は
、

い
ろ
い
ろ
取
り
沙
汰
さ
れ
ト
ま
た
不
正
や
混
乱
の
も
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

A
nリ
h
u、

そ
の
所
有
者
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
ジ
ャ

l
ン
ダ

l
ル
が
や
っ
て
来
て
、
し
か
じ
か
に
振
舞
っ
た
こ
と
は
連
絡

さ
れ
、
そ
の
分
だ
け
牧
入

(
g同
委
主

ε
を
削
減
す
る
た
め
の
方
策
が
示
さ
れ
る
。

〔お〕

あ
る
穂
督
(
唱
仙
宮
〉
が
携
嘗
地
域
内
の
む
ら
(宮
ミ
白
)
の
取
り
分
を
徴
牧
す
る
た
め
に
使
い
(
円
自
己
)
を
迭
っ
た
場
合
、
波
行
中
の
ジ

ャ
l
ン
ダ

1
ル
に
興
え
ら
れ
る
の
は

つ
ま
り
二
日
で
一
デ
ィ
ル
ハ
ム
で
あ
る
。

ど
の
ジ
ャ

l
ン
ダ

I
ル

一
日
二
分
の
一
デ
ィ

ル
ハ
ム

も
、
こ
れ
以
上
を
取
得
す
れ
ば
、
彼
は
罰
せ
ら
れ
、
こ
の
地
方
か
ら
追
放
さ
れ
る
。

倒

現
物

(
Bロ
m
z
-
C
ま
た
は
現
金

C
F目)

〔幻〕

農

民

(
町田

-zfoロ
〉
か
ら
で
あ
れ
、

そ
の
主
人
の
た
め
に
官
鹿

2
Z削
ロ
)
か
ら
で
あ
れ
、

そ
し
て
こ
の
書
類
に
謹
言
(
目

E
Y包
る
が
な
け
れ
ば
、
彼
に

を
取
得
す
る
代
理
人
(
当
共
同
日
〉
に
は
謹
明
書

p
i
y
)
が
書
か
れ
る
。

は
何
も
引
き
渡
さ
れ
な
い
。
ワ
キ
1
ル
が
そ
の
地
域
や
イ
ク
タ
l

(
5
叶
仰
心
か
ら
取
得
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

A
W叫
，

h
M
wy
 

わ
れ
わ
れ
は
行
っ
て
、
取
り
分
の
遅
れ
に
不
満
を
持
っ
て
い
る

誼
明
書
が

一
通
デ
ィ

1
ワ

- 63ー

ー
ン
に
残
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
あ
る
者
が
不
満
を
述
べ
た
時
に
は
、

者
に
つ
い
て
彼
ら
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
ワ
キ
ー
ル
の
こ
と
や
取
得
分
に
つ
い
て
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
劃
す
る

ま
た
各
ム
ク
タ
ー
が
取
得
し
た
も
の
に
つ
い
て
の
謹
言
を
文
書
に
ま
と
め
る
。

謹
言
を
調
査
書
の
折
り
目
に
入
れ
て
、迭り

そ
う
す
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
誼
明
書
や
謹
言
の
内
容
か
ら
、

つ
、
ま
た
各
人
の
現
金
、

各
地
域
か
ら
の
ム
ク
タ
l
の
牧
入
(
ヨ
三
与
由
主
-
丘

-gzgn)
を
一
つ
一

そ
し
て
各
人
の
牧
入
の
遅
れ
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
む
ら
、

お
よ
び
現
物
牧
入
の
全
盤
、

こ
う
し
て
各
む
ら
や
ム

ク
タ
I
の
賦
態
を
知
り
、
彼
ら
の
不
満
を
取
り
除
き
、

そ
し
て
彼
ら
の
紋
態
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

〔お〕

一
候
一
僚
が
各
ミ
ン
パ
ル
で
讃
み
あ
げ
ら
れ
る
。
遠
い
者
も
近
い
者
も
こ
れ
を
聞
き
、

存
在
す
る
者
も
不
在
な
者
も

こ
の
魔
え
書
は、

こ
れ
を
知
る
。
各
人
は
そ
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
行
動
し

」
れ
に
違
反
し
た
者
は
わ
れ
わ
れ
の
力
や
権
威
を
知
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
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註

樟

と

検

討

以
上
に
翻
課
し
た
「
究
え
霊
園
」
に
つ
い
て
、
俊
文
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
註
穫
を
加
え
、

そ
の
う
ち
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
の
な
か
で

「繁
栄
」
と
諜
し
た

5
8
巳
手

(B
3
F
宮

の
複
数
)
は
後
の
俊
文
で
も
く
り
、
返
し
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
災
害
」
を
意
味
す
る
貯
包
仏
と
相
削創立
す
る
概
念
で
あ
る
。

〔問
〕
に
は
、
そ
の
内
容
が
「
現
金
や
現
物
の
徴
枚
、

前
文
は
、
こ
の

「宛
え
書
」
が

エ
ジ
プ

ト
行
政
の
基
本
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

支
出
の
こ
と
」
か
ら
成
る
と
具
鐙
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

マ
ス
ラ
ハ
と
は
車
な
る
生
活
の
繁
築
を
指
し
た
の
で
は
な
く
、
行
政
の
力
に
よ
っ
て
耕
作
や
取
引
き
が
安

定
し、

租
税
の
徴
牧
も
園
滑
に
運
ぶ
欣
態
を
意
味
し
て

い
た。

ζ
2
2
N凶
は
『
エ

ジ
プ
ト
社
舎
救
済
の
書
』
の
冒
頭
で
、
支
配
者
が
マ
サ
l
リ

A
リ
ム
M
P

そ
の
結
果
と
し
て
災
害
(
フ
ァ
サ
l
ド
〉
が
増
大
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ブ
ワ
イ
フ
朝
時
代
の
イ
ラ
ク
で
も
、

そ
の
運
搬
、

耕
作
、

取
引
、

」
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

フ
を
お
ろ
そ
か
に
す
れ
ば
、

'マ

- 64ー

ス
ラ
ハ
と
は
勘
農
合
ヨ
同
門白
)
、
つ
ま
り
水
利
機
構
を
管
理

・
維
持
し、

農
民
に
種
子
農
料
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
村
の
繁
栄
を
維
持

d
M，
 

'M
HV
 

す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て

エ
ジ
プ
ト
で
も
イ
ラ
ク
で
も
、

マ
ス
ラ
ハ
は
祉
舎
の
繁
築
と
そ
れ
を
導
く
た
め
の
施
策
を
意

味
す
る
用
語
と
し
て
、

ほ
ぼ
共
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〔1
〕
か
ら
〔
3
〕
は
、
法
と
正
義
の
問
題
を
扱
う
。
〔
l
〕
の
印

E
へ
は
も
ち
ろ
ん
与
問
己
〆
と
同
義
語
で
イ
ス
ラ
ム
法
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ

を
運
用
す
る
ハ

l
キ
ム
(
冨
E
B
)
と
カ
l
デ
ィ

l

(也
会
)
と
は
一
睡
ど
う
遣
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

同

武
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

確
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、

湯
川

ハ
I
キ
ム
を
下
級
法
官
、

カ
l
デ
ィ
ー
を
上
級
法
官
と
明
確
に
巨
別
で
き
る
か
ど
う
か
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ

例
え
ば

メ

E
E
-JW
目己
g
S
(七
一
九
/

一
一
三
九
年
浪
)
は
、

H
E
E
g
の
カ
l
デ
ィ

ー
を
務
め
た
後
に

'M
怜
、

0
2
地
方
は
〉
守
口
の
ハ

l
キ
ム
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
恥
〉

E
白
デ
辰
巳
N

回

--Cm若山口同

(六
五
四
/

二
一
五
六
年
波
〉
も
、
己
的
若
山
口
の
カ

榊

l
デ
ィ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
ハ
l
キ
ム
で
あ
っ
た
と
停
え
ら
れ
る
。
二
、
三
の
例
か
ら
簡
車
に
結
論
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
く

る。

巴円山内己認叫

に
よ
れ
ば
、



と
も
現
賓
に
は
、
ヵ
l
デ
ィ
ー
も
ハ

I
キ
ム
も
共
に
裁
剣
官
の
呼
稿
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
〔
3
〕
の
企
包
引

は
、
『
コ

l
ラ
ン
』
で
保
註
さ
れ
た
、

殺
人
お
よ
び
傷
害
に
劃
す
る
復
讐
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
殺
人
に
針
す
る
復
讐
で
あ
れ
ば
、
近
親
者
の

帥

訴
え
に
よ
っ
て
そ
の
罪
が
確
定
し
て
か
ら
そ
の
私
刑
を
賀
行
に
移
す
の
が
規
定
で
あ
っ
た
。
衣
に
記
さ
れ
て
い
る
手
足
の
切
断
(
官
ぺ
〉
が
矯

盗
や
追
剥
の
罪
に
封
す
る
ハ
ッ
ド
刑
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
た
。
〔
日
〕
を
除
き
す
べ
て
カ
イ
ロ
と
フ
ス
タ
ー
ト
の
都
市
を
封
象
と
す
る
俊
文
で
あ
る
。

フ
ァ

I
テ
ィ
マ
朝
時
代
に
建
設
さ
れ
た
武
器
庫
で
、
カ
イ
ロ
北
東
部
の
イ
l
ド
門
か
ら
ム
ル

I
ヒ
1
ヤ
通
り
に
向
っ
て
右
手

ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル
冨

S
S
E
-円
(
在
位
四
二
七
/
一

O
一ニ六
l
四
八
七
/
一

O
九
四
〉
時
代
に
火
災
を
起
し
て

ア
イ
ユ

l
プ
朝
以
降
は
、

〔6
〕
に
み
え
る
関

E
N山口同

〔4
〕
か
ら
〔
H
〕
ま
で
は
、

包
・
切
ロ
ロ
回
仏
は
、

所か
とら
し牢
て獄
利と
用し
さて
れ用
7こ帥い
。ら

れ
る
よ
う

な
り

も
っ
ぱ
ら
シ
リ
ア
で
捕
虜
と
し
た
十
字
軍
兵
士
(
百
円

gむ
の
牧
容

一
方
、
同

E
N悶
E
ω
E
B巴
-
は
ズ
ワ
イ
ラ
門
の
近
く
に
あ
り
、
こ
れ
は
死
刑
公
印
己
)
や
切
断

(ρ
同
3
刑
の
執
行

d
H，
 

ん
性
、

さ
れ
る
嬬
盗
犯
〈
凹
田
口
仰
心
)
や
遁
剥
(
官
叶

gh
白
】

'
S
2
A
)
が
牧
容
さ
れ
る
牢
獄
で
あ
っ
た
と
い
う
。
マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
の
カ
イ
ロ
に
は
、
こ

れ
以
外
に
恒
国
冨
回
目
'
y
p
d口
同
唱
団
田
宮
と
・
ロ
ミ

F
F
伺
国
ゲ
回
出
-
・
剛
山
由
ザ
ゲ
問
看
曲
目
白
ゲ
ゲ
の
三
牢
が
あ
り
、
ブ
ス
タ
ー
ト
に
は
恒
国
ず
印
曲
目
・
富
田
ぷ
ロ
P

崎

司
mw
ゲ
印
国

-zω
山
首
同
の
二
牢
が
お
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
牢
獄
の
管
理
者
を
ジ
ャ

1
ン
ダ

l
ル
心
山
口
密
る
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
に
は
百
人
長
や

四
十
人
長
が
嘗
て
ら
れ
、
牢
獄
の
管
理
や
死
刑
の
執
行
ば
か
り
で
な
く
、
宮
廷
奉
仕
の
た
め
に
到
着
し
た
ア
ミ

l
ル
を
ス
ル
タ

l
ン
に
取
り
次

ぐ
の
も
そ
の
役
目
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ジ
ャ

l
ン
ダ
l
ル
は
常
に
ス
ル
タ

I
ン
の
近
く
に
あ
っ
て
勤
務
す
る
ア
ミ

l
ル
職
で
あ
っ
た
か
ら
、

、同守

ム
ル

l
ク
朝
の
半
ば
頃
ま
で
は
非
常
に
重
要
な
官
職
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
討
。

- 65ー

ーマ

〔7
〕
と
〔
8
〕
は
市
中
の
警
備
を
指
示
し
た
俊
文
で
あ
る
。

N
2
2
と

E
F
は
い
ず
れ
も
街
匡
(
官

E
)
を
形
成
す
る
小
路
で
あ
っ
て
、
例

伺

え
ば
カ
イ
ロ
の
り
日
ゲ
と
・
〉
可
削
}
内
は
、
恒
母
国
曲
目

-u
a
z
gが
匡
重
さ
れ
た
時
に
つ
く
ら
れ
た
路
地
で
あ
っ
た
。
ハ

l
ラ
の
夜
警
人
を

3
f与

問
-aRER
と
い
う
が
、
ミ
ゲ
削
供
(
円
曲
ゲ
供
の
複
数
)
も
、
元
来
、
都
市
の
街
匿
を
意
味
す
る
用
語
で
あ
っ
た
。

I
・
M
-
ラ
ピ
ダ
ス
に
よ
れ
ば
、

合
M
，

ル
l
グ
朝
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
で
は
、
都
市
の
街
置
に
ま
だ
常
設
の
門
は
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
列
。

ーマ
ム

699 

し
か
し
〔
7
〕
と
〔
8
〕の
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候
文
を
み
る
限
り
、
十
三
世
紀
末
の
カ
イ
ロ
で
は
横
町
や
路
地
に
は
す
で
に
門

(
E
S
が
設
置
さ
れ
、
夜
開
は
こ
れ
を
閉
鎖
す
る
規
定
で
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
外
敵
に
衡
す
る
防
御
と
い
う
よ
り
、
〔
5
〕
や
〔
9
〕に
示
さ
れ
て
い
る
夜
間
の
外
出
禁
止
令
と
同
じ

く
、
む
し
ろ
市
中
に
お
け
る
治
安
や
秩
序
の
維
持
を
は
か
る
措
置
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
凶
〕
の

Bε
印
同
門
主
ロ
ロ
は
市
外
の
夜
警
を
捨
賞
し
た
。

国咽百
σ
田
--REa
が
市
内
の
夜
警
人
で
あ
る
の
に
劃
し
て
、

六
六
二
/
=
二
ハ四
年
、
外
園
使
節
を
前
に
し
て
軍
人
た
ち
に
賜
品
が
下
さ
れ
た
時
、

か
と
の
聞
に
劃
し
て
、
次
の
よ
う
な
、返
答
が
輿
え
ら
れ
た
と
い
う
。

ω己
口
一
両
に
よ
る
と
、

」
れ
が
エ
ジ
プ
ト

・
シ
リ
ア
の
全
軍
で
あ
る
か
ど
う

す
な
わ
ち

「
こ
れ
は
エ
ジ
プ
ト

軍
だ
け
で
あ
っ
て

同印}内田口門目印同}可
P

問曲目

E
P
O
Z
な
ど
の
園
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
軍
陵
、

A
4，
 

ト

p

除
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

り
F
B同
山
内
"

ム
ジ
ャ

γ
ラ
ド
l
ン、

お
よ
び
自
ら
の
イ
グ
タ
l
に
出
向
い
て
い
る
者
を

ム
ジ
ャ
ッ
ラ
ド
l
ン
が
少
く
と
も
マ
ム
ル
l
ク
朝
の
箪
陵
勺

g
E乙
を
構
成
す
る
正
規

の
軍
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

六
九
八
/
一
二
九
九
年
に
ア
レ
ッ
ポ
で
湿
し
た
五
人
の
ム
ジ
ャ

γ
ラ
ド
l
ン
|
|
回
目
可

rー
と
・

- 66ー

ロ日ロ曲目・切口凹昨日
w

〉
干
自
主

ω
E
v
w
y向
己
}
川
伊
自
白
色

σ・
ωロロ
ρ
日
間
-
・
〉
官
界
再

uE
巳
-
O
V曲
目
問
「

阿ハミ
一}何回
E
H
r・同-・日円同日可同
ー
ー
ー
を
み
て

も
、
こ
れ
ら
が
ア
ミ
l
ル
や
マ
ム
ル
l
ク
を
含
む
軍
人
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
関
連
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
加
。
史
料
が
少
な
い
た
め
に

詳
し
い
こ
と
は
分
ら
な
い
が
、
帝
圏
内
の
各
都
市
に
は
、

警
備
隊
と
し
て
お
そ
ら
く
か
な
り
の
数
の
ム
ジ
ヤ

ヅ
ラ
ド
1
ン
が
配
置
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

〔
日
〕
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
つ
の
カ
ラ
l
フ
ア

(
O月
比
三
帥
ロ
)
と
は
、

カ
イ
ロ
と
フ
ス
タ
ー
ト
の
聞
に
あ
る
カ
ラ
l
フ
ァ
と
こ
れ
に
邦
接
す

る
城
塞
側
の
小
カ
ラ
l
フ
ァ
と
を
指
す

0
5
ロ

F
E胃
は
、
こ
れ
を
預
言
者
た
ち
ゃ
マ
ホ
メ
ッ
ト
家
の
人
々
の
廟
墓
が
あ
る
霊
験
あ
ら
た
か

制

な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
述
ベ
、

H

E

H

W

同
ザ
ロ
官
も
カ
イ
ロ
市
民
は
木
曜
日
の
夜
。
ミ
-
由
主
-
Y
Sぬ
る
に
な
る
と
、
子
供
達
を
連
れ
て
こ
れ
ら
の
聖

帥

廟
を
巡
り
歩
く
の
が
習
慣
で
あ
っ
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。
ま
た

JEρ
日
に
よ
れ
ば
、

カ
ラ
l
フ
ァ
は
フ
ス
タ
ー
ト
市
民
の
墓
地
で
、

そ
こ

に
は
大
き
な
建
物
や
常
設
の
市
場
が
あ
り
、
ま
た
カ
イ

ロ
や
フ
ス
タ
ー
ト
の
住
民
の
行
築
地

(
E
N
Y
る
で
あ
る
と
同
時
に
、
祭
の
時
の
遊
興
の

制
W

地
〈

B
E田町同門
E
-る
で
も
あ
っ
た
。
冨
2
2
N
M
も
、
町
の
有
力
者

(
2
.
2仰
w
)

が
、
夏
の
夜
は
カ
ラ
l
フ
ァ
に
あ
る
モ
ス
ク
の
中
庭
に
腰
を
下



ろ
し
て
月
を
見
な
が
ら
雑
談
し
、
多
に
は
ミ
ン
パ
ル
の
下
で
寝
る
の
が
習
慣
で
あ
っ
た
か
ら
、

み
、
と
り
わ
け
「
月
見
の
晩
」
(
と

-rzr
巳・

5
2自
民
同
〉
に
は
飲
物
や
甘
菓
子
持
参
で
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ
た
、

般
の、

市
民
も
カ令

フ

と l
述フ
Fくア

て tこ
い行
る例く。。
しを
た好

が
っ
て
、
候
文
に
あ
る
「
木
曜
日
の
夜
」
が
こ
の
よ
う
な
行
繁
を
か
ね
た
「
聖
廟
巡
り
の
晩
」
、
あ
る
い
は
「
月
見
の
晩
」
を
意
味
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
政
府
は
治
安
を
維
持
し
、
風
俗
を
取
り
締
ま
る
目
的
で
、
カ
イ
ロ
や
フ
ス
タ
ー
ト
市
民
の
娯
繁
の
た
め
の
集
舎
を
も

禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
〔
9
〕
の
若
者
や
不
遣
の
徒
、

あ
る
い
は
遊
侠
の
徒
に
劃
す
る
集
禽
の
禁
止
と
ほ
ぼ
同
じ
性
格
の
規
制
措
置
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

カ
イ
ロ
近
郊
の
水
利
に
か
ん
す
る
俊
文
で
あ
る
。

伺

運
河

(円
内
町
曲
目
己
主
・
0
同
E
E〉
が
は
し
り
、

〔3
〕
と
〔
日
〕
は
、

カ
イ
ロ
の
西
側
城
壁
に
そ
っ
て
カ
l
ヒ
ラ

、刊
現
，

ん

hv

ま
た
そ
の
周
遊
に
は
濯
概
と
防
水
を
か
ね
て
幾
つ
か
の
土
手
(
]
号
〉
が
築
か
れ
て
い
た
。

マ
ム
ル
l
ク
朝
時
代
に
は
、

ナ

イ

(
百
円
巳
・

2
-芯
ロ
〉
に
達
す
る
と
、

ル
タ
1
ン
あ
る
い
は
そ
の
代
理
人
が
カ
l
ヒ
ラ
運
河
の
ダ
ム
(
目
立

5
を
聞
く
の
が
慣
し
で
あ
っ
た
。
こ
の
目
、
城
塞
で
は
ア
ミ
l
ル
た
ち
に

ル
が
増
水
し
て
ロ

ー
ダ
島
の
ナ
イ
ロ
メ

ー
タ
ー
が
十
六
ズ
ィ
ラ
l
ゥ
、

つ
ま
り
「
ス
ル
タ

I
ン
の
水
」

ス
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賜
品
が
下
さ
れ
、制

た
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
カ
イ
ロ
市
民
も
ナ
イ
ル
が
例
年
の
約
束
を
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
(
省
担
町
内
包
-Z己
)
に
感
謝
し
て
、

盛
大
な
祭
を
催
し

〔
日
〕
の
候
文
は
、
地
方
に
お
け
る
水
利
の
問
題
を
扱
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

ジ
ス
ル
(
潅
瓶
土
手
)
、
橋
、

水
路
、

あ
る
い
は
水
門
な
ど
の

建
設
や
補
修
は
、
地
方
組
督
(
者
同
町
〉
の
責
任
で
賀
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
ジ
ス
ル
に
つ
い
て
み
る
と
、

古
く
か
ら
政
府
管
理
の
ジ
ス
ル
(
由
工

5
口同国]・

2
1宮
司
る
と
む
ら
管
理
の
ジ
ス
ル
(
己
目
』

5
0
H
巳
・
ゲ
即
日
注
目
司
る
と
に
分
れ
、
後
者
は
ム
ク
夕

、n
H
が
や

!
と
農
民
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
の
が
た
て
ま
え
で
あ
っ
た
。
運
河
や
水
路
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

エ
ジ
プ
ト
で
は

に伺か
ら

ワ

1
リ
ー
が
捨
嘗
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
政
府
管
理
の
ジ
ス
ル
と
運
河
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ワ

l
リ
ー
は

ム
グ
タ
!
と
同
様

701 

自
ら
の
仕
事
を
補
佐
す
る
役
人

(
g
c
g岳
町
)
叫
抱
え
て
い
た
が
、

〈鳥山自
己
〉
、
公
詮
人
公

E
E円
。
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
た
だ
、
水
利
機
構
の
管
理
・
維
持
は
エ
ジ
プ
ト
の
死
命
を
制
す
る
事
業
で
あ
っ
た
か

そ
の
な
か
に
は
代
官
公
冨
門
邑
あ
る
い
は

g
5
E
E
)、
徴
税
官
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ら
、
際
交
に
あ
る
よ
う
に
、

ワ
I
リ
ー
が
こ
れ
を
代
官
に
委
任
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

績
く
〔
国
〕
と
〔
口
〕
の
俊
文
も
、
同
じ
く
ワ

l
リ
!
の
任
務
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
〔
日
〕
は
バ
イ
パ
ル
ス
時
代
か
ら
の
停
統
に
し
た
が
っ

て
筈
備
人

(rzp)
を
配
備
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
夜
の
放
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
、
〔
5
〕
や
〔
日
〕
で
、
夜
、
市
中
を
歩
き

回
っ
た
り
、
集
舎
に
加
わ
っ
た
り
す
る
の
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
ま
た
〔
川
崎
〕
で
サ
ト
ウ
キ
ビ

2
8白
σ
と

hz
rg
乙
の
栽
培

・

匪
搾
そ
の
他
の
事
柄
を
ワ

l
リ
l
に
一
任
し
て
い
る
の
は
、
嘗
時
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
政
府
の
農
場
公
司
官
。
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

糾

か
ら
で
あ
ろ
う
。
も

っ
と
も
、
十
二
l
十
三
世
紀
へ
か
け
て
下
エ
ジ
プ
ト
か
ら
上
エ
ジ
プ
ト
へ
か
け
て
自
党
し
い
勢
い
で
普
及
し
て
い
っ
た
サ

ア
ワ

l
ス
ィ
ー
な
ど
の
ス
ル
タ

l
ン
領
以
外
で
ま
っ
た
く
栽
培
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ミ

1
ル
を
は
じ
め
と
す
る

伺

イ
ク
タ

1
保
有
者
(
自
己
主
民
)
も
商
品
作
物
と
し
て
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
に
熱
心
で
あ
っ
た
し
、
富
裕
な
商
人
も
砂
糖
の
製
造
工
場
(B
丘

g
rr

帥

白

}'E
r
F田町)
の
建
設
に
多
額
の
投
資
を
行
な
っ
た
と
侍
え
ら
れ
る
。
制

パ
へ
向
け
て
の
重
要
な
聡
出
品
目
に
数
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ト
ウ
キ
ビ
が
、

す
で
に
フ
ァ

l
テ
ィ
マ
朝
時
代
か
ら

エ
ジ
プ
ト
の
砂
糖
は
ヨ

l
ロ
ッ
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〔包
〕
と
〔お
〕
も
ワ

l
リ
l
に
か
ん
す
る
規
定
で
あ
る
。
二
つ
の
俊
文
は
ワ

l
リ
ー
に
よ
る
租
税
の
徴
枚
方
法
と
そ
の
場
合
の
注
意
事
項
を
書

き
記
し
て
い
る
が
、
こ

こ
で
「
究
え
書
」
に
あ
ら
わ
れ
た
ワ
l
リ
l
の
任
務
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
な
る
o

q
L
 

つ-U4
 

政
府
管
理
の
ジ
ス
ル
、

運
河、

お
よ
び
水
門
の
建
設
と
補
修
〔
日〕
。

通
行
人
や
夜
の
放
人
を
監
督
す
る
た
め
の
警
備
人
の
配
置
〔国〕
。

地
租
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
牧
入
の
確
認
と
徴
牧
〔日〕、

〔四〕、

〔

μ
〕、

〔お〕
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培

・
歴
搾
そ
の
他
の
管
理
〔
国〕
。

(5) 

イ
ク
タ

I
保
有
者
の
牧
入
誼
明
書
の
作
成
〔
乱
〕
。

(6) 

イ
ク
タ

1
保
有
者
の
代
理
人
(
ワ
キ
ー

ル
)
に
か
ん
す
る
調
査
と
文
書
の
作
成
〔
お
〕。

ワ
l
リ
1

(
地
方
総
督
〉
の
任
務
が
こ
れ
で
す
べ
て
壷
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、

ωか
ら
伺
ま
で
の
事
項
を
み
れ
ば
、

エ
ジ
プ
ト
に



お
け
る
地
方
行
政
の
捨
い
手
で
あ
っ
た
ワ
l
リ
l
の
性
格
を
か
な
り
具
盤
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
な
お
[
お
〕
と
〔
お
〕
に

は
、
徴
税
そ
の
他
の
目
的
で
地
方
の
む
ら
に
赴
く
活
ロ
仏
符
に
つ
い
て
の
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ジ
ャ
l
ン
ダ

1
ル
は
、
む
ろ
ん
〔
6
〕

に
あ
ら
わ
れ
る
ア
ミ
l
ル
・
ジ
ャ

1
ン
ダ
l
ル
と
は
異
な
り

B
5
E
E
な
ど
と
同
じ
く
、

ワ
l
リ
ー
が
用
い
る
下
級
の
役
人
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

〔
口
〕
は
園
境
(
岳
ロ
mr
o円)
で
の
通
商
問
題
を
扱
う
。

エ
ジ
プ
ト
の
園
境
地
帯
に
は

回
目
}
凶
曲
ロ
門
目
白
『
同
司

P

り
FBM芯即
時
噌

叶

5
ロ
回
目
"

同
州
曲
師
}
凶
叫
円
目
"

こ
れ
ら
の
う
ち

r
Eロ
r
H
q
p
り
片
岡
国
司
♂

H
N
S
E仏
の
三
港
に
ヴ
ェ
ネ
ツ

付
開

ピ
サ
の
領
事
館
公
ロ
ロ

251る
が
お
か
れ
て
い
た
。
候
文
は
、
遁
商
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
商
人
公
丘
町
〉
の
取
り
扱

い
方
や
、
彼
ら
か
ら
の
税
の
徴
牧
に
つ
い
て
細
か
く
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
倉
庫

(Z
R
E
P
す
毛
色
』

r
g
sご
と
い
う
の
は
、

外
園
商

A
ゆ切
，

，伝

ν

人
が
商
ロ
聞
を
保
管
す
る
と
同
時
に
、
滞
在
中
の
宿
と
し
て
も
利
用
す
る

P
E
Z
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
外
園
商
品
に
劃
す
る
課
税
率

メ
uLEσ

な
ど
の
諸
港
、
が
あ
り
、

マ
ム
ル
l
ク
朝
時
代
に
は
、

ィ
ア
、

ジ
ェ
ノ
ア
、

は
五
分
の

一

A
リzhv、

し
い
。
ち
な
み
に
ム
ス
リ
ム
商
人
か
ら
徴
牧
さ
れ
る
ザ
カ
l
ト
は
、

Q
U勾h
v
 

1
セ
ン
ト
)
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

(FYE
E〉
、

つ
ま
り
二

O
パ
ー
セ

ン
ト
よ
り
も
低
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
高
率
の
場
合
も
あ
っ
た
ら

- 69ー

一
般
に
二
O
Oデ
ィ
ル
ハ
ム
に
つ
き
五
デ
ィ
ル
ハ
ム
の
税
率
(
二

・
五
パ

〔
ロ
〕
は
軍
人
の
取
り
分

2
2
2
)
に
つ
い
て
述
べ
た
俊
文
で
あ
る
。
宮
山
美
山
同
(
複
数
は

E
3
rる
は
、
農
民

の
賦
役
を
意
味
す
る
ベ
ル
シ
ア
語
の
ゲ
石
町
に
由
来
す
る
が
、
マ
ム
ル
l
ク
朝
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
で
は
も
っ
ぱ
ら
軍
役
あ
る
い
は
戦
闘
の
意
味

、q
G，
h
u
、

に
用
い
ら
れ
た
。
イ
ク
タ

1
制
成
立
以
後
の
ア
ラ
ブ
社
舎
で
は
、
大
ア
ミ

1
ル
あ
る
い
は
ス
ル
タ

1
ン
へ
の
軍
事
奉
仕
は
ヒ
ド
マ

(r
E
L
B白
〉

の
語
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
例
え
ば
「
軍
役
の
期
間

(
B
E
E
と
a
E
1
sる
が
長
び
き
、
兵
士
た
ち
は
戦
闘

pg})

34
3，
 

hv

帥

の
多
い
の
に
い
ら
立
っ
て
い
た
」
と
い
う

ω巳
己
内
の
記
事
の
よ
う
に
、

Z〕
『

-SH
の
用
例
も
年
代
記
の
な
か
に
散
見
す
る
。
軍
役
は
イ
ク
タ

1

さ
て
少
し
前
に
戻
る
と
、

703 

保
有
に
伴
う
軍
人
の
義
務
で
あ
る
が
、
僚
文
は
軍
人
の
権
利
の
基
礎
と
な
る
持
ち
分
を

tz
と
表
現
し
て
い
る
。

伺
れ
ば
、
吉
区
は
イ
ク
タ
l
授
興
文
書

(
5
8
5口
同
〉
に
記
さ
れ
た
村
落
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
地
租
や
関
税
の
よ
う
な
税
牧

A・

N
-
ポ
リ
ア
ク
に
よ
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入
を
指
す
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。
確
か

に
同

σロ
玄
白
ヨ
B
U
2

に
は

tz
の
内
容
と
し
て
救
貧
税
(
N

白
E
C、

Aω，
 

h
υ
v
 

の一

税

(
r
r
c
B
る

な
ど
の
税
目
が
列
問
捗
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た

z
z
t〈
ミ
コ
に
は
徴
税
官
の
捨
嘗
す
る
「
地
域
」
あ
る
い
は

「地
匡」

と
し

何

て
の

t
r
ロ
の
用
例
が
み
え
る
。

人
頭
税

C
白
玉
、山

]O
、

五
円
ノJ

〔幻
〕
の
際
文
も
土
地

(合口
)
と
し
て
の

とゲ
印
と
税

(
ヨ
ミ
包
ヨ
)
と
し
て
の

tz
を
区
別
し
て
い
る
か

ら、

首
時
は

こ
の
よ
う
な
用
法
が

一
般
的
で
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
〔
辺
〕
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
軍
人
の
取
り
分
は
そ
の
代
理
人

で
あ
る

口
出

σ
や
ぬ
プ
三
日
5
や
若
田
古
一
に
よ

っ
て
管
理
さ
れ
、

彼
ら
が
取
得
し
た
分
に
つ
い
て
は
説
明
書

♀

ε官
〉
を
作
成
す
る
の
が
た

て
ま
え
で
あ

っ
た
。
こ
の
誼
明
書
の
作
成
は
〔
加〕
や〔
担
〕
の
候
文
で
も
く
り
、返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
〔
幻
〕
に
よ
れ
ば
、
こ
の
誼
明
書

政
府
が
、
前
述
し
た
ワ

l
リ
ー
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
ど
の
程
度
寅

行
に
移
す
こ
と
が
で
き
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
に
、

軍
人
の
イ
ク
タ
l
保
有
を
管
理

・
統
制
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
積
極
的
な
意

に
は
必
ら
ず
謹
言

(凹

zr山岳
)
が
必
要
で
あ

っ
た
と
い
う
。

圃
を
韻
み
と
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

〔お
〕
は、

イ
ク
タ
l
保
有
者
(
ヨ

ZA白
.)
で
あ
る
軍
人
が
、

目
六
鐙
的
に
は
白

S
F
白
-・5
白
ヨ
白
r
r
白
一
目
宮
ゲ
コ
ヨ
・
白
]』}V
出

E
白
お
よ
び

守
口
仏

同
一
-Eプコ
苫
は
も
ち
ろ
ん
ス
ル
タ
l
ン
・
サ
l
リ
フ
が
編
成
し
た
マ
ム
ル

l
ク
軍
で

70ー

か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
回
一・自
由ヨ山
一ユ内

あ
り、

田
デザ
白
]宮
は
マ
ム
ル

l
ク
の
子
供

(
白
主
邑
白
一
-E
C
や
自
由
身
分
の
ク
ル
ド
あ
る
い
は
ト
ル
ク
マ

l
ン
な
ど
か
ら
成
る
非

マ
ム
ル

l

同

ク
騎
士
固
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
次
の

古
口
仏

と
は
ど
の
よ
う
な
軍
人
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

H
-
A
-
R
・
ギ
ブ
に
よ
れ
ば
、
サ
一
フ
J

ア
ィ

ン
時
代
(
一
二
ハ
九

一

一

九

三
年
)
の
ど
ロ
包

C
E
L
の
複
数
)
に
は
、

ω正
規
軍
を
含
む
軍
人
、

ω一
地
域
の
全
軍
事
力
、

ω地
方
の
歩

A
功
h
MV
 

兵
と
い
う
三
種
の
用
法
が
あ
っ

た
。

一
方
、
O
回
一0
2
7
8岳
は

マ
ム
ル
l
ク
朝
時
代
の

と
ロ
包

に
は
二
つ
の
階
層

心
与

2
る
が
あ
り
、

一
例

一つ

は
ハ
ル
カ
騎
士

(白
百
包
白
]
1
7
三
官
)
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

つ
は
ス
ル
タ
l
ン
の
マ
ム
ル

l
ク

(白
ナ
自
由ヨ凶
}同}内包
ナ
m
己
芯
ロ
守
白
)
、

し
か
し
こ
れ
以
外
に
も
、
ア

ミ
l
ル
の
保
持
庁
も
マ
ム
ル

l
ク
が

吉
ロ
仏

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
ア
ラ
ブ
遊
牧
民

(d
F
E
)
も
補

h
p
 

助
軍
と
し
て
〕ロロ
L

に
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
せ
て
み
る
と
、
マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
の
守
口
仏
に
は
、

ω守
口
仏

国
デ
ザ
白
-
昔
、

ω
』ロロ門山田-・
目
ヨ同司、

川
w

d岳山
口、

川
w
g
白
S
F
}両国

--zxz
を
含
む
軍
人

一
般
、
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
用
法
の
あ
っ
た

こ
と
が



分
る
。
こ
の
整
理
に
し
た
が
っ
て
い
え
ば
、
候
文
に
あ
る
〕
ロ
ロ
仏
は

ωと
ωを
中
心
と
す
る
軍
人
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ム
ク
タ
l
(
イ
ク
タ

I
保
有
者
)
を
分
類
し
て
「
包
E
B
Z
官
民
ロ
ロ
回
目
・

3
-
q
p

〔
乱
〕
の
候
文
は
な
か
な
か
解
樟
が
難
し
い
。
冒
頭
の
文
章
は
、

5
2宮
崎
白

-tr白
お
よ
び
そ
の
t
g
が
土
地
(
A

E

)

で
興
え
ら
れ
た
者
や
税
(
自
由
同凹ロヨ
)
で
興
え
ら
れ
た
者
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち

「
g
Z
何
回
院
と
目』戸宮

お
よ
び
」
の
部
分
は
、
明
ら
か
に

「
B
Z
官
民
白
-
a
t
E
つ
ま
り
」
と
解
揮
し
な
け
れ
ば
文
意
が
通
じ
な
い
。
お
そ
ら
く

こ
れ
は
、
g
z
v
n
白
}
E
t
z
に
は
一

部
の
土
地
を
授
興
さ
れ
た
ム
ク
タ
!
と
、
税
枚
入
を
授
輿
さ
れ
た
ム
ク
タ
ー
と
の
こ
種
が
あ
っ
た
こ
と
を

説
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
最
初
の
と
aBCG押印民間
-8
2ゴ
と
こ
の
g
Zι官
民
間
--br白
と
は
ど
の
よ
う
に
遣
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
く

と
も
私
の
調
べ
た
限
り
で
は
、
他
の
史
料
に
巳
・
5
2ミ
色
白
白
田町
の
用
例
は
見
嘗
ら
な
い
の
で
、
そ
の
正
確
な
意
味
は
な
か
な
か
っ
き
と
め
に

く
い
。
た
だ
、
フ
ア
イ
ユ

1
ム
地
方
に
か
ん
す
る

Z
同

E
g刊
の
調
査
記
録
を
み
る
と
、
そ
の
な
か
に
こ
れ
と
関
係
し
そ
う
な
内
】
の
語
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ウ
ド
ワ
村
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ

の
む
ら
の
税
牧
入
は
次
の
よ
う
な
種
目
か
ら
成
っ
て
い
た
。

現
金
(
ど
己
)
・・・・・・
(
M
g
+
何
十
「
)
岳ロ
副同

ω

∞
 ω∞向日目ロ山門

(NHω
十

H
l+
ド
)
内同
日ロ悶
吋

。
∞

]「∞]戸門同日ロ同門

(
N
N
+
中
)
宮

町

(H
H
+
ド
+
い戸
)
門
町
ロ
間
同

A
F

∞
 

(
品
+
同
)
円四回口円

N
hH
 

(
ω
+
L「
+
〕
い
)
仏
宮
山
円

N

A

F

 

(〕
ド
+〕
ド)
告ロ
削
吋

ω

∞
 

③ 

gM回目白

--EZZ

@ 

w
r同門削』向}EH阻
止
ゲ

_____，_ーー『、
N 由回
同 ~ー 炉ー、
H ・ H ・ 白

p_. ・己ー .(i) 
出l 炉4

白け、
ー凶
ρ 
同...... _， 
-、
同

。
w
r同一円mH〕同ロ円円ロロ白--N-Hmぺ
同
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_.._ー、_. ，、
.p_. ;::... 
同l ム

~ .~ 
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(ω
斗
1

十〕
ド〉門戸日口町

]「。

(
N
十
し「
+
山
γ
〉
円
山
宮
町

。
品
∞

現
物

(
m
E
Z白)
:
:
〈5
0吋
+
ん
も

R
E
F

現
金
の
う
ち
、
@
の

r
Y
2と
と
・
芯

E
U
(俸
給
の
地
租
)
と
@
の

r
r
Rと

P
仏
ロ
ロ
巳

'N-B〆
(
耕
作
地
の
地
租
〉
が
ど
の
よ
う
な
基
準
に

も
と
や
つ
い
て
匡
則
さ
れ
て
レ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
⑥
と
@
は
い
ず
れ
も
基
本
税
(
同
乙
)
と
附
加
税
(
字
削
営
、
思
uE
巳
・
官
官
駒
田
〉
に

分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
現
物
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
匿
別
は
な
い
が
、
回

--BZ叶白角田
]・
3
E
を
基
本
税
の
徴
牧
権
を
持
つ
ム
ク
タ

l
、
ヨ
ロ
・

や
附
加
税
な
ど
の
徴
牧
楼
を
持
つ
ム
ク
タ
!
と
考
え
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
可

@ 

門戸口同一一

@ 

自
己
印
「
山
内
回
同
世
田
ケ
ロ
怠
巳

門戸叶印向

田
]・

t
E
を
ヨ
注
目
--
E
Z口
(
大
陰
暦
に
も
と
づ
く
税
)

能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
一
つ
の
偲
読
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

〔
包
〕
の
俊
文
は
績
い
て
こ
れ
ら
の
ム
ク
タ

l
の
牧
入
明
細
書
を

Y
3
E
E
と

K
E
2
3
の
年
度
ご
と
に
作
成
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
し
か
し
一
般
に
は
、
地
租

(
γ
E
Zむ
を
徴
牧
す
る
太
陽
暦
の
年
度
を
巳
・
凹
吉
田
丘
・
5
2
5
q同
あ
る
い
は
と
・
2
5
田
-
W
E
s
tヨ
と

い
い
、
人
頭
税
(
」問看
巳
日)
や
サ
ダ
カ
(
引
包
怠
る
を
徴
牧
す
る
太
陰
暦
の
年
度
を
と
ふ
自
白
色
ム
白
白
日
目
当
あ
る
い
は
丘

s
g
E
四日

a
E
E
H苫

制

と
呼
ぶ
の
が
普
通
で
あ
る
。
俊
文
に
あ
る
と

-
E
E
丘
・
官
官
主
苫
と
と
・

8
ロ
阻
止

-zzzu認
が
そ
れ
ぞ
れ
と
・
窓
口
白
色
E
F
r
白
円
同
町
宮
と
巳
・

- 72ー

由
自
由
釦

}
a
E
E
q白
に
相
嘗
す
る
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
も
し
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

g
E
A
j
何回
a

釦
{
'
E
Z
の
牧
入
は
太
陰
暦
に
も
と
づ

い
て
徴
牧
さ
れ
る
税
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
前
述
し
た
と
・
自
己
主
同
a

丘
‘
怠
ゴ
と
自
己
心
究
由
工
H
Y
同
に
つ
い
て
の

推
測
の
結
果
と
も
一
致
す
る
。
た
だ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
質
際
の
用
例
を
集
め
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

む

す

び

は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
検
討
し
た
「
ア
ミ

l
ル
・
キ
ト
ブ
ガ
ー
へ
の
究
え
書
」
は
、
エ
ジ
プ
ト
を
留
守
に
す
る
ス
ル
タ

l
ン

が
、
代
理
の
主
権
者
で
あ
る
副
ス
ル
タ
l
ン
に
帝
園
統
治
の
方
針
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
二
十
八
僚
は
法
と
正
義
の
問
題
に
始
ま
り
、



商
業
活
動
の
保
護
と
統
制
、

ム
ク
タ
!
と
そ
の
代
理
人
の
問
題
、

カ
イ
ロ
や
フ
ス
タ
ー
ト
の
治
安
と
風
俗
、
運
河
の
開
撃
や
濯
瓶
土
手
の
建
設

・
補
修
な
ど
の
治
水
針
策
、

マ
ム
ル
l
ク
朝
の
園
家
と

地
方
総
督
(
ワ
l
リ
l
)
の
任
務
、

ア
ラ
ブ
の
遊
牧
民
(
ウ
ル
パ
l
ン
)
劃
策
な
ど
、

祉
舎
に
係
る
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
む
ろ
ん
雑
多
な
候
文
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、

こ
こ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ

っ
て、

政
府
が
重
視
す
る
諸
問
題
が

わ
れ
わ
れ
は
初
期
マ
ム
ル
l
ク
朝
園
家
の
性
格
を
探
る
手
掛
り
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

イ
ク
タ
l
の
問
題
に
限
っ
て
み
て
も
、

「費
え
書
」
は
幾
つ
か
の
新
し
い
知
見
を
興
え
て
く
れ
る
。
例
え
ば

ワ
1
リ
ー
は
水
利
機
構
を
管

ム
ク
タ
l
の
取
得
分
に
つ
い
て
詮
明
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
デ
ィ

l
ワ
l
ン
に
保
管
し
て
お
く
義
務
が
あ
っ

理
・
維
持
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

た
。
ま
た
ム
ク
タ
ー
に
は

mLagZ官民同一
-gr
と

5
2何回
a

と

aピ
E
の
匡
別
が
あ
り
、

後
者
は
土
地
を
授
輿
さ
れ
る
場
合
と
税
牧
入
を
授
輿

さ
れ
る
場
合
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
従
来
の
イ
ク
タ
l
制
研
究
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
買
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
「
費
え
書
」
は
政
策
の
基
本
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
規
定
が
す
べ
て
買
行
に
移
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と

- 73ー

は
で
き
な
い
。

し
か
し
そ
れ
ら
の
規
定
の
な
か
に
、
初
期
マ
ム
ル

l
ク
朝
時
代
の
現
賓
が
さ
ま
ざ
ま
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
質
で
あ

ろ
う
。
前
述
し
た
ム

ク
タ

I
の
分
類
に
つ

い
て
み
て
も
、
軍
人
の
取
り
分
権
は
在
地
の
租
税
鰻
系
と
結
び
つ
い
て
か
な
り
擾
雑
で
あ
っ
批
ら
し

マ
ム
ル

1
ク
朝
園
家
の
構
造
に
重
要
な
嬰
革
を
も
た
ら
し
た
ナ
l
ス
ィ
ル
検
地
三
一
二
一
一
ニ
l
二
五
年
)
は
、
ま

い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

さ
に
こ
の
黙
の
改
革
を
主
要
な
目
的
に
し
て
質
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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な
お
マ
ク
リ
l
ズ
ィ
ー
は
、
こ
れ
を
「
エ
ジ
プ
ト
人
が
某
々
の
官
r
ど

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
彼
以
外
の
者
が
そ
こ
に
建
物
を
建
て
る
の
を
禁
止
す

る
土
地
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
(
M
g
凡
な
子
戸
H
H仏
-
n
『
・
同
と
川

aw

-
-
H
H
O
U匂民
同町
少
同
]一・
日
H
∞)。

帥
-
g
hF~v
に
は

「牢
獄
」
で
は
な
く
、「
軍
人
」
C
ミ
口
ω
ご

と

あ
る
が
、

お
そ
ら
く
校
訂
の
誤
り
で
あ
ろ
う
(
×
ロ戸

旨)。

伺

-vhF
?
に
は
宮
司
唱
え
と
あ
る
が
、
宮
司
同
と
意
味
は
同
じ
で
あ
る

(
》
内

HHH・由
ω)
。

M
W

h
y
s
で
は

「持
ち
場
を
離
れ
る
こ
と
」
(A
怠
d
i
r
c
の
語
が
削
除
さ

れ
て
い
る
。

M
w

h
y
S
に
は
「
誤
り
」
(問
r
a
ち
と
あ
る
が
(
出
戸
∞
ω〉、
こ
の
候

文
の
主
旨
を
考
え
れ
ば
、
「
不
這
」
(
g
m
r
u
O
の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

帥

カ

ラ

l
フ
ァ
(
O
R
民
る
は
カ
イ

ロ
と
フ
ス
タ
ー
ト
の
聞
の
地
区
で
あ

り
、
パ
フ
ル
(
切
与
吋
)
地
区
は
ナ
イ
ル
河
と
カ
イ
ロ
の
西
側
の
城
壁
に
は

さ
ま
れ
た
地
域
を
さ
す
(
者
・
7
3
2
・
岡
町
句
、

sn附
句
、
、
R
B
3
・

3
0
な
お
カ
ラ
l
フ
ァ
に
つ
い
て
は

ぺ
向
喝
bH
・
3
J
ω
ミ
を
参
照
。

帥
「
そ
の
代
理
と
な
る
者
が
彪
理
す
る
」
〈
百
円ロ
お

唱
中
古
与
え
品
目
白
口

3
1
M
E
B
)
の
部
分
は
、

p
g
で
は
「
〔
重
要
案
件
が
〕
考
慮
さ
れ
、

彼
ら
の
代
理
人
が
庭
理
す
る
」
(
円
三
官
N

司
F
M面白
r
E
品
目
5
2
4
〈
唱
p

r
F
F
日
)
と
あ
る
(
×
円
戸
宏
〉
。
こ
こ
で
は
前
後
の
関
係
か
ら

辺
諸
と
白

、ミ，
h
H
に
し
た
が
っ
て
誇
出
し
た
。

制
句
史
甲
骨
で
は
、
平
忠
を
用
い
る
」
(
ヨ
r
g
g
E
る
で
は
な
く
、
「
命
ぜ

ら
れ
る
」
守
R
g
自
ら
と
表
現
さ
れ
て
い
る
(
×
H
F
S
)
。

同
守
主
に
は
「
そ
の
事
」
(
向
日
E
E
)
と
あ
る
(
V
Q
F
宏
)
。

倒

「
こ
れ
に
」
か
ら
「
行
な
わ
れ
る
」
ま
で
の
文
章
は
、

七

ぷ

で
は
紋

709 

落
し
て
い
る。

帥

辺
諸
と
ー
~
s
a
H
に
は
、

「深
く
入
り
込
む
」
(
E
m
V
回
。

と
あ
る
が

(
〈
F
S
∞
)
、
こ
こ
で
は
意
味
の
う
え
か
ら
子
供
甲
骨
の
「
危
険
を
お
か

す
」
(
可
ロ
m
E
口
町
)
を
と
っ
た
。

ω
h
v
h
F
ヤ
に
は
「
そ
れ
に
針
し
て
は
」
?
ニ
ミ
E
)
と
あ
る
(
出
戸
∞
由
)

O

MW

「貨
幣
の
流
通
」
(
g
ニ
q帥
ω
Z
E
司
巳
〉
を
、
句
忌
~
v
で
は

Z
N』門官

曲
目
品
目
司
削】
と
表
記
し
て
い
る
が
、

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
努
ら
な
い
。

帥

L
「
ぎ
と
・
~
吋
E
WBhHに
は

「結
果
を
ま
と
め
な
い
」
公
剛
志
P
ι
r
z
r
)
と

あ
る
が
(
〈
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the Tung･lin, the “ Tung一臨l hｓｕeh-ａが東林學案. Also, his son　Ｃｈ‘ｉｅｎ･

Ch‘ｕｎ銭春conducted his political activities from the standpoint of the･

Tung-lin faction. Therefore this book is an　indispensable　work for the

study of political history, being a history of the Wan-li period seen from

the side of the Tung-lin faction. However, as for instance the chapter on

Wan-li 43 (1615) is placed between the 28th　and　the 32nd　year (resp.

1600 and 1604), one has to be careful when using it。

　　

In the“ＸＶａルｈｓhｕ-ｃｈ‘ａｏ≒witĥprefaces　written　by　Ch‘ien　I-pen

and Ku Hsien-ch‘ｅｎｇ顧憲成, the ｓａｍｅ　ＷｕLiang from Wu-chin becomes

the central figure, and, moreover, it is compiled with the help of the core

of the Tung-lin faction members. It　incorporates　thematically the text&

of memoranda from ぺ/Van-li1 (1573) toぺA'^an-li42 (1614). Due to the fact

that it contains memoranda in connection with Manchu-policies it was

designated as ａ forbidden work during the Ch‘ing 清･Dynasty, and there

are only ｅχtremely few works handed down to ｕS｡

　　

ぺNu Liang was related by marriage to Ｃｈ‘ienI-pen, and was sharply

opposed to the anti･Tung-lin faction, supporting Ku Hsien-ch‘eng. There-

fore one can say that also this book has been compiled according to the

contemporary

　

political

　

doctrines

　

of

　

the

　

Tung-lin

　

faction. It　mostly

criticizes the political situation between the monarch and the cabinet,

especially its oppression of freedom of speech, and parts relating tｏ･

concrete local policies are rather rare. This problem also is related to the

gentry-controversy of late, and hereafter one shall have to ｅχamine　the

contents of this book.

THE MEMORANDUM TO AMIR KITBUGHA

　　　　　　　　　

Sato Tsugitaka

　　

The Sultan Qala'un (678/A.D. 1280-689/A. D. 1290), who raised the

expedition army to　Markab in the month Dhu　al-Hijja of 679　23

march:1281) appointed as　his　vice-sultan　amir　Zayn　al-Dln　Kitbugha

al-Mansuri, and leftａ‘memorandum' (tadhkiｒａ）to　him, in　which　he

pointed out the policy for ruling Egypt. This is the so-called‘memorandum
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to amir Kitbugha'. This memorandum has been handed down in total in

the annals of Ibn a1･Furat (d. 1405), and furthermore in part in ａ

wanting form in the encyclopedia QsubK) of Qalqashandl (d. 1418). This

paper tries to make clear the factual situation of Egyptian society under

the Mamluk regime by first translating the complete text of the memo-

randum and subsequently annotating in as much detail as possible every

paragraph｡

　　　

In total 28 paragraphs are provided for, starting with problems of

law and justice, the public peace and customs in Cairo and Fustat, the

･digging of canals and the founding of irrigation dikeｓ（ｎｓｒ), water

maintenance policies such as repairance, the duties of regional governor-

.generals (tむぶi), the　protection　and　control　of　commercial　activities,

problems of the ｍｕｑtｄ‘and their representativｅｓｔむafeiLpolicies　against

the Arab nomads (‘Ｕｒｂａｎ)etc., thus　many　problems　connected　with

state and society are dealt with｡

　　　

０ｆ course, one cannot presume　that the provisions　written　in　the

memorandum have all been implemented, as it was only pointing out the

でpolicybases. But it is also true that　in　the　provisions　the　reality　of

Egypt during the early Mamluk Dynasty is reflected in various ways.

For instance, the zむalldid not only control and preserve the irrigation

system, but he also wrote certificates Qiujja) on the acquisitions　of the

ｍｕｑtａ≒and had the duty of putting these in the custody of the diivan.

Further･ there ｀″asa distinction among the ｍＵｑぼbetween the al-ｍｕｑtａ‘

ｕl-ａｓll　ａndthe m四回ｄ.j仇'■a, whereby the latter was given land or in

other cases the income of tａχes.These are both　facts　which　were not

Jcnown previously in the study of the　iｑtａ’　ｓystem.

　　

ONE PROBLEM OF THE APPOINTMENT SYSTEM OF

ＯＦＦＩＣＩＡＬＳ(ＣＨＵＡＮ-ＨＳＵＡＮ)鐙選INTHE SUNG宋DYNASTY

　　　　

―About the system of 'firuarantor-recommendationsﾀ

　　　　　　　　　　　　　　

Umehara Kaoru

　　　

The bureaucratic system of the Sung Dynasty seems at　firstglance

･extremely complicated, but one can say that it reached the highest level
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